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随 想
九州大学大型計算機センター

プログラムライブラリ委員会

委 員 長 工 藤 昭 夫

新 年 の 数 日 を身 辺整 理 に あ て て過 した が 、積 重 ね た書 類 の下 か ら、 一 昔 前 に、 モ ンロ ー計 算 機 な ど

を使 っ て や った 計算 紙 が 出 て 来 て 、 懐 か し さ を感 じま した 。

手 動 の タ イガ ー 計算 機 か ら、 電 動 の モ ンロ ー ・マ ー チ ャ ン トな どの 電 動 計 算 機 に移 りつ っ あ っ た時

代 に 東 大 で真 空 管 の電 子 計 算 機TACを 組 立 て て いた 友 人 の 失 敗 談 を思 い出 しま す 。 リ レー 式 の

FACOM第 一 号 機 を使 わせ て頂 い て 、数 時 間 悪 戦 苦 斗 の 末 、 あ き らめ て 、 数 人 が か りでFORT-

RANSITで プ ロ グ ラ ム を書 き上 げ て 、IBMの 社 員 数 名 に、 おつ き合 い願 っ て 、IBM650に 再

度 い どみ 、 山 を なす カー ド出 力 が 全 部 失 敗 で 、 結 局 得 た もの は、 数 個 の 数値 の み で あ っ た こ と な ど、

失 敗 の 繰 り返 しば か りが思 い出 され ま す 。

九 大 セ ン ター の プ ロ グ ラ ム ラ イ ブ ラ リ委 員 長 を仰 せつ か って 、 セ ン タ ー の 研 究 開 発 室 の か たが た と

接 触 して 、丹 念 に一 匹 一 匹 、 プ ロ グ ラ ムの 中 の虫 をつ ま み 出 して い る姿 を想 像 し、 利 用 者 の 方 々 に、

彼 等 の 地 味 な仕 事 の重 要 性 につ い て の理 解 と 同情 を訴 え た い と思 い ま す 。

情 報 化 時 代 とか 、技 術 革 新 と か、 言 わ れ て い ま す が 、計 算 機 の発 達 の 異 常 な 速 度 を考 えま す と、大

学 とは 、何 か、既 成 の学 問 を教 え る と こ ろ と云 うよ りは 、勉 強 の や り方 を学 ぶ べ きと こ ろ で あ り、 卒

業 生 は一 生勉 強 を続 け な けれ ば な ら な い時 代 に 変 っ て来 た こ と を痛 感 しま す 。 理 学 部 の 数学 科 の 卒 業

生 が この十 年 間 、以 前 には 考 え られ な か っ た分 野 に どん どん進 出 、 就 職 して い る こ とは 、 この よ うに

時 代 を把 握 して 見 な い こ と に は分 ら な い と思 いま す 。米 国 の 大学 院 学 生 がPh.D.を 取 る と、 研 究課 題

を か な ぐ りす て て 、 実地 の 分 野 に 就 職 して しま う と い う現 象 は 、単 に国 民 性 の 相 異 な どで 説 明 出 来 る

こ とで は な く、米 国 が 既 に、 研 究 成 果 に よ っ て 、 生計 を たて て い る国 に な りつ っ あ る こ と に深 い原 因

が あ る と思 われ ます 。 日本 の 生 活 程 度 の 向上 に伴 い、い わゆ るチ ー プ ・レー バ ー に た よ っ て生 計 を た て

る時 代 は終 りを告 げ っ っ あ り、研 究 の 投 資 の 重 要 性 が 切 実 に な りっ っ あ ります 。 ま た 公 害 問 題 もそ の

一 端 に過 ぎ ませ ん が 、 生物 科 学 も、単 に 医学 や 農 学 と関 連 した純 粋 科 学 で あ る の み で は な くな っ て し

ま う時 代 が近 づ い て い る よ うに 思 われ ま す 。

話 が大 き くな りま したが 、 最 後 に計 算 機 、 特 に ラ イブ ラ リ プ ロ グ ラ ム の利 用 に際 して注 意 すべ

きで あ る と思 わ れ る点 を一 っ 述 べ させ て 戴 きま す 。cookbooktypestatisticianと 云 う言葉 が あ り

ます 。 料 理 の本 に た よ る と同 じよ うに統 計 の 手 法 を使 っ て 、 意 味 な ど、 と くに 考 えず に デー タ ー を処

理 して しま う統 計 家 の こ とで す 。 計 算 機 が 高 度 に な るに従 っ て使 用 方法 を誤 る と計算 機 の 中 で貴 重 な

情 報 が 、発 生 す る と同時 に 、泡 沫 の よ う に消 えて しま っ て 、極 め て一 部 分 の情 報 しか 出 力 され て い な



い こ とに なっ て しま う可 能 性 が あ りま す 。

私 自身 の米 国 で の経 験 で す が 、 半 年 近 くか か っ た計 算 が 、サ ブ ル ー チ ンま で 解 体 し、 ア ル ゴ リズ ム

を検 討 した とこ ろ、 数 週 間 の作 業 で 出 来 た 筈 で あ っ た こ とが分 りま した 。 米 国 で の 私 の 研 究 室 の よ う

に、 冬 期 に スチ ー ム が強 過 ぎて 、冷 房 を同時 に入 れ な い と暑 くて過 せ な か っ た と同様 な無 駄 を計 算 機

に させ て お っ た わ け で す 。

既 在 の統 計 解析 関係 の プ ロ グ ラ ム を調 べ て 見 る と同 様 な危 険 を感 じさせ るもの が い くっ か あ ります 。

九 大 の大 型 セ ンター の プ ロ グ ラム ラ イブ ラ リー も 、量 的 充 実 の必 要 性 と と もに 、 質 的 に も立 派 な もの

　

を整 備 した い もの です 。

1971年1月9日


